
七五三参り 
上手にお参りができました。みんな元気で大きくなりますように。 

園外保育 
とってもいい天気で、はなぐみさんも参加でき、たくさん秋を見つけてきました。 

そらぐみ・ほしぐみはエントツ山登り達成！！頂上から見た新居浜市の町は雄大でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会 
コロナウイルス感染症対策を心がけながらの日々の中で、無事に運動会ができ、心から安堵しました。 

ご協力・ご配慮ありがとうございました。 

 

 

 

 

              

クリスマス会・・・１２月２５日（土） 
保護者の方に保育室へ入っていただける 
ことを願って、みんなで練習をがんばっています。 

     運動会から更に成長した姿を、見ていただけると 
思います。 

 日程、プログラム等につきましては、後日 
お知らせします。 どうぞお楽しみに。 

 カレンダーもあと一枚となり、今年も残り僅かとな
りました。 
「師走」といわれるだけに、あっという間に過ぎて

いく１２月です。 
今月は、子どもたちが楽しみにしている行事も続き

ます。一人ひとりの体調をしっかりと見極めながら、
元気で落ち着いた日をすごしていきたいと思います。 
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年末年始のお休み 12月 31日～1月 3日までです。 
保護者の皆様のご協力・ご理解のもと、今年も無事に、

すごすことができホッとしております。 
ありがとうございました。 

保健だより 
空気が乾燥し、インフルエンザや感染症が 

流行しやすくなります。基本の手洗い・ 
うがいをして予防を心がけましょう。 
 コロナウイルス感染症も油断できません。園として
も、更に子どもたちの体調管理を心がけ、健康を守りた
いと思います。 
 ご家庭においても、情報をしっかりとらえ、日常生活
に十分気をつけるよう、よろしくお願いします。 
 

冬でも大事！ 水分補給 
 こまめにのどをうるおすことで、風邪予防にもなり
ます。 
園でも水分をたくさん摂るよう声かけをしています。 

適度に温かいお茶で、ホカホカ気分ですごしています。 
 

おむつかぶれ 
 小さい子の肌は、とても敏感です。 
冬は乾燥からおむつかぶれになります。油断すると悪化
し、おしっこがしみて泣きだすことも・・・ 
 こまめなおむつ替えで、気持ちよくすごせるように 
しましょう。 
 状態をみて、受診をお願いすることもあります。 

冬至（12月２２日） 
冬至とは、一年で一番昼が短く、夜が長い日です。 
この日に、ゆず湯に入ると風邪をひかないと 

言われています 
香りの強いゆずは、昔から邪気を払うとされています。 

たにもと なのかちゃん（平成２８年１２月１０日） 

おおはら あおいちゃん（平成２８年１２月１３日） 

いわさき こうたくん （平成２８年１２月１３日） 

いたばし ひいろくん （令和元年１２月２０日） 

いたばし まひろくん （令和元年１２月２０日） 

１２月うまれのおともだち 

もちつき  〈12月 17日（金）〉 
 年末になると、あちらこちらでもちつきが 
行われますね。 
昔はめでたいことがあると、もちつきを 

していたそうです。 
年末に行うのは、もちを供えて正月の年神様を迎え、 
一年の豊作や家族の健康をお願いするためです。神様の
力を頂いたもちは、食べると生命力や力がつくとされ、め
でたい日の食べ物として広まりました。 
 ナーサリーの子どもたちも、みんなでおもちつきをして、
“力”をつけたいと思います。 
おもちになるお米（もち米）を見たり、さわったり、蒸し上
がったら匂いをかいだり、味見をしたり・・・みんなで楽しみ
たいと思います。  
※エプロン・三角巾の準備をお願いします。 
（当日忘れないために、早目に持ってきてもらえたら 
園で預かります。） 

大晦日 
毎月の最後の日を「晦日」と呼びます。 

１２月の晦日は一年の終わりという意味で 
「大晦日」といわれるようになったそうです。 
 大晦日には、年越しそばを食べて、長寿や健康を願い、 
新年を迎える準備をしましょう。 
 

大掃除をしよう 
年末は、家をきれいにして年神様を迎えるための準備を

します。掃除は掃き清めるという意味があります。ほこり
を払ったり、整理整頓をして、気持ちよく新年を迎えられ
るようにしたいですね。園でも、ロッカーやひき 

出し絵本棚・遊具など、子どもたちと一緒に 
一年の感謝を込めて片付けたいと思います。 

言葉の魅力 
〈自分の思いを伝える〉〈相手の話を最後まで聞く〉ことが 
しっかりと身につく子に育てたいと思い、日々子どもたちの
様子をみてきています。 
 話を最後まで聞かないで失敗したり、やっていないことを
言われて悲しい思いをしたり、自己防衛に言い訳をしたり、
相手を攻撃したり…言葉からおきる誤解から傷つくことが
ないよう、正しい言葉の使い方を身につけてほしいと願って
います。そのためには、私たち周囲の大人の影響が大きい
と思います。 
 言葉のもつ力、魅力を感じ合い、何よりも人を 
思いやるあたたかさを伝えていきたいと思います。 


